
 

 

 

2024 年７月 31 日 

各 位 

会 社 名 明 星 工 業 株 式 会 社 

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長 栁瀬 徹次 

(コード番号１９７６  東証プライム市場)  

問 合 せ 先 執行役員財務部長 田中 厚生 

( T E L  0 6 - 6 4 4 7 - 0 2 7 5 )  
 

資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について 

 

 

当社は、2024 年７月 31 日開催の取締役会において、自社の資本コストや資本収益性を分析・評価し、

改善に向けた今後の取り組み方針を決議しましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．現状評価 

当社の直近５期のＲＯＥ、ＰＥＲ、ＰＢＲ、期末株価の推移は以下のとおりです。 

 

当社の株主資本コストは 6.0％程度であることから、資本収益性指標であるＲＯＥは株主資本コス

トを上回る水準で推移しております。 

一方で、市場評価については、2024 年３月期にＰＢＲが１倍を上回りましたが、収益性に比して株

価は割安な水準で推移していると評価しております。2024年３月期のＰＥＲは 10.4倍となりました。 

 

２．方針・目標 

当社は、中期経営計画 2024-2026 において、「未来の躍進に繋げる投資」を基本方針として、既存事

業の深化・進化と持続的な成長戦略により企業価値向上を実現するために努めているところです。 

※ https://ssl4.eir-parts.net/doc/1976/tdnet/2448049/00.pdf 

現状評価を踏まえて、当社は以下の方針・目標を掲げて、取組みを強化してまいります。 

（１）事業成長と収益性の向上 

・中期経営計画 2024-2026の目標達成、資本収益性指標であるＲＯＥ10.0％以上の堅持 

・研究開発投資、成長投資・基盤整備投資、人的資本投資等への成長投資を継続 

（２）財務戦略及び資本戦略の強化 

当社は、株主の皆様への利益還元を重要な施策の一つとして位置付けております。 

配当性向については 30％～40％程度を目標として（ただし、１株当たりの配当保証額は 20 円）

株主還元策を強化してまいります。また、資本効率等を勘案しながら機動的な自己株式の取得を

実施してまいります。 

（３）積極的なＩＲ活動の展開 

・情報開示の拡充（英文開示の充実、統合報告書の作成等） 

・能動的な投資家との対話による情報発信 

以上 

2020年３月期 2021年３月期 2022年３月期 2023年３月期 2024年３月期

ＲＯＥ 9.5% 8.8% 6.9% 8.2% 10.2%

ＰＥＲ 8.1倍 8.6倍 9.2倍 8.2倍 10.4倍

ＰＢＲ 0.75倍 0.74倍 0.62倍 0.65倍 1.01倍

期末株価 734円 775円 690円 774円 1,313円


